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夏の生活スタイル変革＝夏の拡大時差出勤
管理者が18時に消灯／15時45分以降サマーレビュー等の会議は実施しない

拡大時差出勤の活用と定時退庁促進策で対応。県労連は実質的に時短となるよう求める
　6月22日にグループウエアに掲載された「夏の生活スタイル変革＝夏の拡大時差出勤」の概要と県労連が労働時間小委員会で確認した事項について報告します。

夏の拡大時差出勤の概要

○拡大時差出勤のパターン

・7時から15時45分まで

・7時30分から16時15分まで

・8時から16時45分まで
・9時から17時45分まで

・9時30分から18時15分まで

・10時から18時45分まで
・時差出勤の強制はしない。
○実施時期
7月1日（水）～8月31日（月）

○対象職員

　　一般職の常勤職員のうち希望する職員（フルタイム再任用職員、臨時的任用職員を含む）

※交代制勤務、短時間職員（再任用、非常勤）、育児短時間勤務職員、部分休業や療養休暇中の職員は除かれます。

○実施方法

・現在、拡大時差出勤を行っていない職員でも、7月、8月に限って時差出勤を行うことができる。

・希望者は、6月26日までに申し出るか、7月1日以降は、2勤務日前までに申し出る。何度でも可。

・7月、8月中は、期間及び日単位で設定できる。

○その他

・人事給与等のシステムの稼働時間は変更しない。

・冷房は、職員の健康に配慮する観点から、運転時間の前倒しなど、柔軟な対応を行う。

・開庁時間は変更しない。

・「夏の生活スタイル変革」のアンケートを行う。

県労連との労使確認事項
組合：希望しない職員に強制しないこと。
当局：強制はしない。
組合：「消灯の励行」は各所属の管理職が毎日18時あるいは19時まで残り、残業している職員に対して「消灯して退庁」するよう促すこと。
当局：管理監督者により消灯を励行する。
組合：「早出」職員に対して、各所属の管理職が7時間45分に達した時点で退庁を促すこと。
当局：実施要領の趣旨を踏まえ、所属長から促す。結果は終了後のアンケートで集約する。
組合：予算・監査・議会（本会議・委員会は除く）・サマーレビュー等全庁的業務について、7時からの時差出勤者の終業時間である15時45分以降に会議等を設定しないこと。
当局：基本的にサマーレビュー等は15時45分以降には設定しない。やむを得ず行う場合は、２日前に拡大時差をはずし（通常出勤にする）対応するケースもある。時間外の打ち合わせは禁止する。
組合：19時以降も残業せざるを得ない所属については、その原因を明らかにさせ、解決策を策定させること。
当局：８月終了後に結果をまとめるので、その際に通常期でも反映させることができる行動例などを集約する。

内部管理事務改革と適正な人員配置を！
　「早出勤務」は、終業時間が厳守されなければ、単なる「労働時間の延長」です。

　自治労県職労は引き続き、ムダな仕事をなくすための内部管理事務改革と適正な人員配置を求めます。
自治労県職労は、戦争法案の廃案をめざし、普天間基地の辺野古移設に反対する沖縄県民に連帯します

～一人ひとりが尊重される、平和な社会を～

政府が提案している戦争法案（安保関連法案）は、審議が進むにつれ、その「違憲性」が明らかになってきています。

　6月22日付の神奈川新聞は、共同通信社の世論調査の結果として、「安保法案違憲56.7％」、「安保法案に反対58.7％」、「今国会での成立反対が63.1％」であると報道しています。

　憲法学者も、自民党ブレーンのほんの一部（「徴兵制」も合憲としている学者）を除けば、圧倒的多数が「違憲である」としています。

　さらに、政府の側に立ってもおかしくない元内閣法制局長官の2人も、明確に「違憲」と述べています。

　政府は、「国民のいのちと生活を守るために、集団的自衛権が必要であり、自衛隊の海外派兵が不可欠だ。」と考えるのなら、それをきちんと説明し、憲法改正を提起すべきです。

今回の政府のやり方で一番怖いのは、国の最高法規である憲法を、時の政権が自由に解釈し、これまでと全く逆の運用ができるようにしようとすることです。

　それは９条にとどまらず、憲法が保障する国民主権や基本的人権に波及することは不可避です。

　政府の「歯止め」「限定的」という説明も、「備蓄が少なくなったということで存立が脅かされるというなら、満州事変の時と同じだ。」との阪田元法制局長官の発言が明確に否定しています。
　また政府は、「他国のため」に戦場に赴く人間の命の重みを想像しているとは到底思えません。政治家が守るべきは、自衛隊員も含めた国民の命と生活です。

　戦後70年、武力により一人も殺さず、殺されなかった日本の平和主義。その基礎である日本国憲法を誇りを持って守り抜いていきたいと思います。

沖縄慰霊の日
平　和　宣　言

　７０年目の６月２３日を迎えました。
　私たちの郷土沖縄では、かつて、史上稀（まれ）に見る熾烈（しれつ）な地上戦が行われました。２０万人余りの尊い命が犠牲となり、家族や友人など愛する人々を失った悲しみを、私たちは永遠に忘れることができません。
　それは、私たち沖縄県民が、その目や耳、肌に戦のもたらす悲惨さを鮮明に記憶しているからであり、戦争の犠牲になられた方々の安らかであることを心から願い、恒久平和を切望しているからです。

　戦後、私たちは、この思いを忘れることなく、復興と発展の道を力強く歩んでまいりました。

　しかしながら、国土面積の０・６％にすぎない本県に、日米安全保障体制を担う米軍専用施設の７３・８％が集中し、依然として過重な基地負担が県民生活や本県の振興開発に様々な影響を与え続けています。米軍再編に基づく普天間飛行場の辺野古への移設をはじめ、嘉手納飛行場より南の米軍基地の整理縮小がなされても、専用施設面積の全国に占める割合はわずか０・７％しか縮小されず、返還時期も含め、基地負担の軽減とはほど遠いものであります。

　沖縄の米軍基地問題は、我が国の安全保障の問題であり、国民全体で負担すべき重要な課題であります。

　特に、普天間飛行場の辺野古移設については、昨年の選挙で反対の民意が示されており、辺野古に新基地を建設することは困難であります。

　そもそも、私たち県民の思いとは全く別に、強制接収された世界一危険といわれる普天間飛行場の固定化は許されず、「その危険性除去のため辺野古に移設する」「嫌なら沖縄が代替案を出しなさい」との考えは、到底県民には許容できるものではありません。

　国民の自由、平等、人権、民主主義が等しく保障されずして、平和の礎を築くことはできないのであります。

　政府においては、固定観念に縛られず、普天間基地を辺野古へ移設する作業の中止を決断され、沖縄の基地負担を軽減する政策を再度見直されることを強く求めます。

　一方、私たちを取り巻く世界情勢は、地域紛争やテロ、差別や貧困がもととなり、多くの人が命を落としたり、人間としての尊厳が蹂躙（じゅうりん）されるなど悲劇が今なお繰り返されています。

　このような現実にしっかりと向き合い、平和を脅かす様々な問題を解決するには、一人一人が積極的に平和を求める強い意志を持つことが重要であります。

　戦後７０年を迎え、アジアの国々をつなぐ架け橋として活躍した先人達の「万国津梁（しんりょう）」の精神を胸に刻み、これからも私たちは、アジア・太平洋地域の発展と、平和の実現に向けて努力してまいります。

　未来を担う子や孫のために、誇りある豊かさを創りあげ、時を超えて、いつまでも子ども達の笑顔が絶えない豊かな沖縄を目指します。

　慰霊の日に当たり、戦没者のみ霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、沖縄が恒久平和の発信地として輝かしい未来の構築に向けて、全力で取り組んでいく決意をここに宣言します。

　２０１５年６月２３日
　沖縄県知事　翁長雄志
第50回いのくら総合分科会
①水・環境分科会

日時：７月３日（金）１８時３０分～

テーマ：「東日本大震災がれき広域処理は必要なかった！巨額の復興予算はどこに消えたのか・・・」

講師：青木　泰さん（環境ジャーナリスト）

②保健医療分科会

日時：７月１５日（水）１３時３０分～

テーマ：「チェルノブイリと福島　子どもたちの健康を考える」

講師：村田　弘さん(福島原発かながわ訴訟原告団団長)

※①②とも会場は、横浜市健康福祉総合センター　８階会議室（ＪＲ・市営地下鉄「桜木町駅」下車）

★参加希望者は、組合事務所までご連絡下さい。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































